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年 月 日

評価機関名　

認証評価機関番号　 機構 02 －

電話番号　
代表者氏名　 印

以下のとおり評価を行いましたので報告します。

担当分野

① 経営・福祉

② 福祉

③ 福祉

④ 福祉

⑤

⑥

福祉サービス種別

評価対象事業所名称

事業所代表者氏名

契約日 年 8 月 3 日

利用者調査票配付日（実施日） 年 10 月 5 日

利用者調査結果報告日 年 11 月 6 日

自己評価の調査票配付日 年 9 月 21 日

自己評価結果報告日 年 11 月 6 日

訪問調査日 年 11 月 29 日

評価合議日 年 11 月 29 日

コメント
(利用者調査・事業評価の
工夫点、補助者・専門家等
の活用、第三者性確保の
ための措置などを記入）

年 月 日

事業者代表者氏名 印

2018

一時保護所

所長　辰田　雄一

2018

2018

事前説明は、外部評価の手法について独自の資料を用いて実施した。職員説明会は、
一時保護所の事情に応じて複数回行った。
確認根拠資料の確認は、訪問調査時に行い、一時保護所の負担の軽減を図った。
利用者調査については、男女の調査員を複数名用意し、速やかな対応に努めた。
利用者調査・職員調査とも、一時保護所全体での比較を可能とするために資料の作成
を行った。

評価機関から上記及び別紙の評価結果を含む評価結果報告書を受け取りました。

平成30年度

2018

2018

2018

2018

H1801014

足立児童相談所

評価者氏名・担当分野・評
価者養成講習修了者番号

評価者氏名

松崎　敏男

赤羽　恵

修了者番号

佐藤　義夫 H0302053

長谷　憲明 H1801021

事業所連絡先
〒 123-0872

所在地 東京都足立区江北3-8-12

外部評価結果報告書（平成30年度）

〒　 176-0001

所在地　 東京都練馬区練馬1-20-2

015

03-3991-8440
佐藤　義夫

H1401064

株式会社日本生活介護



平成30年度

《事業所名：足立児童相談所》

1

事業者が大切にしている考え（事業者の理念・ビジョン・使命など）のうち、
特に重要なもの（上位５つ程度）を簡潔に記述
（関連　カテゴリー１　リーダーシップと意思決定）

2

（１）職員に求めている人材像や役割

（２）職員に期待すること（職員に持って欲しい使命感）

多様化する子どものニーズや発達課題に専門的に対応するために常に自己研鑽に励み、専門的知識、援助技術の向上
に努める。福祉職員、看護師、心理職員、学習指導職員、業務事務員及び調理職員を含めて連携を取り合い、職員自らが
笑顔でより良い支援を目指す。

職員個々の考え方を尊重し、お互いに意見を言い合える風通しの良い職場関係を構築して、活力ある大人として子どもを
元気にする。

〔事業者の理念・方針、期待する職員像：児童相談所一時保護所〕

理念・方針　（関連　カテゴリー１　リーダーシップと意思決定）

１)児童の人権の尊重
２)安全で安心できる生活
３)適切な支援の構築
４)意見表明の尊重
５)各部門との連携

期待する職員像　（関連　カテゴリー５　職員と組織の能力向上）



平成30年度

利用者総数

アンケート 聞き取り 計
共通評価項目による調査対象者数 23 6 29
共通評価項目による調査の有効回答者数 23 6 29

79% 21% 100%

利用者調査全体のコメント

場面観察方式の調査結果

評価機関としての調査結果

《調査時に観察したさまざまな場面の中で、調査の視点に基づいて評価機関が選定した場面》

《選定した場面から評価機関が読み取った利用者の気持ちの変化》

（昼食）

（食後の自由時間）

（食事）

思えた。

（食後の自由時間）

調査対象者２９名全員から回答を得ることができた。満足度の高い項目として、「規則正しい生活ができるようになりまし
たか」「自らの権利について職員はわかりやすく教えてくれましたか」「職員は信頼できますか」「プライバシーは守られて
いますか」などがあがっている。総合的な満足度として、「よい」「ややよい」が１６名、「どちらともいえない」が７名、「やや
よくない」「よくない」が６名であった。コメントとしては「健康的な暮らしができていると思う」などがあがっている。一方、
「厳しい先生も必要だが、しっかり話を聞いてくれる先生がもう少しほしい」「運動や自由時間を増やしてほしい」などのコ
メントもあった。

調査の視点：「日常生活の場面で利用者が発するサイン（呼びかけ、声なき呼びかけ、まなざし等）と
それに対する職員のかかわり」及び「そのかかわりによる利用者の気持ちの変化」

〔利用者調査：児童相談所一時保護所〕

《事業所名：足立児童相談所》

調査対象

調査日の前々日までに入所した児童を対象とした。

調査方法

小学生は個別面談方式により、調査員が個別に聞き取り調
査を実施した。中学生以上は、自記方式を用いて、調査員立
会いのもと、本人が記入しその場で回収した。
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利用者調査結果

は い
どちらとも
いえない

いいえ
無回答
非該当

18 11 0 0

15 7 7 0

12 11 5 1

23 6 0 0

19 6 2 2

20 5 4 0

4．規則正しい生活ができるようになったか
　（ここに来てから、規則正しい生活ができるようになりましたか）

２３名が「はい」と回答している。「いいえ」の回答はみられなかった。コメントとしては「とても健康的な毎日だと思います」「毎日ほぼ決
まった時間で行動できるようなった」「ルールが多い分、規則正しい生活ができている」などがあがっている。一方、「もともと規則正し
い生活をしていたのでどちらともいえない」などのコメントもあった。

5．保護所生活での楽しみ
　（保護所で楽しいと思う活動はありますか（体を動かすこと、創作活動、所外活
動など））

１９名が「はい」と回答している。コメントとしては「食後や自由時間に皆と遊ぶ」「スポーツ大会」「運動」「創作活動」「スポーツ大会が
あったのですが、そういうイベントは楽しいです」などがあがっている。一方、「運動の時間が少ないから増やしてほしい」「どれもルー
ルが多すぎて窮屈です」「運動禁止でやりたいこともできない」などのコメントもあった。

2．食べられるものの広がり
　（食べたことがないものや嫌いなものでも、おいしく食べられるようになりました
か）

１５名が「はい」と回答している。コメントとしては「嫌いなものを半分食べられるようになった」「かぼちゃがおいしいと思えるようになっ
た」「おいしく調理されていて食べやすいです」などがあがっている。一方、「あまりからすぎるのは食べるのが辛いから程々でいいと
思う」「嫌いなものも半分食べなきゃいけないからおいしく食べられていないです」「お茶で流し込んでいます」などのコメントもあった。

3．学習の分かりやすさ
　（学習はわかりやすくて楽しいですか）

１２名が「はい」と回答している。コメントとしては「説明がわかりやすい」「丁寧に教えてくれる」「自分の学力に合った学習ができるの
でわかりやすいです」「楽しいが理解が難しい」「勉強が嫌い。わからないことは聞ける」などがあがっている。一方、「わかりやすいと
思うが楽しいとは思わない」「レベルの高い学習ができない」などのコメントもあった。

コメント

共通評価項目 実数

1．食事の時間が楽しいひとときになっているか
　（食事の時間は楽しみですか）

１８名が「はい」と回答している。「いいえ」の回答はみられなかった。コメントとしては「おいしい」「おかわりしてもいい。緑のものが嫌い
だけど食べる」「毎日の食事がとても健康的でおいしい」「食事の時間にしゃべっていいので楽しいです」「食べている時に話ができな
い」「嫌いなものは半分まで残していいが、ここの料理はおいしい」などがあがっている。

6．保護所の日課やルールについて､必要性が理解できたか
　（保護所の規則（決まりや約束ごと）についてどうして大切なのか理解していま
すか）

２０名が「はい」と回答している。コメントとしては「ここを出た時必要になることだと思う」「退所後や将来の為に大切」「色々な人と関
わって生活するにあたって規則は大事だと思う」などがあがっている。一方、「プライバシーを話さないと言われても、どこからがプライ
バシーになるのかよくわからない」「個人情報を話さないとかは理解していますが、男女交流禁止などは理解できないです」などのコメ
ントもあった。
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17 9 2 1

18 10 1 0

15 9 5 0

18 6 5 0

20 5 3 1

19 6 4 0

23 6 0 0

10．今後に向けた自分の状況や要望の聞き入れ
　（自分のこれまでのことや今後どうしたいかについて、職員に聞いてもらえてい
ますか）

１８名が「はい」と回答している。コメントとしては「福祉司さんが聞いてくれる」「担当の先生だけでなく、いろいろな先生が聞いてくれま
す」などがあがっている。一方、「言い訳、などと言われて聞いてくれない先生がいる」「職員ではなく、福祉司さんに言ったり日記に書
いたりしています」「まず話すことがない」などのコメントもあった。

13．自らの権利について､職員はわかりやすく教えてくれたか
　（あなたが、保護所でできることやしてもよいことについて職員はわかりやすく
教えてくれますか）

２３名が「はい」と回答している。「いいえ」の回答はみられなかった。コメントとしては「その時々で教えてくれた」「入所の時点でルール
や約束の明確な説明があった」などがあがっている。

11．児童の状況や要望を十分把握し、援助がなされている
（あなたにとって、保護所で生活する目的や目標を職員はわかりやすく説明してく
れますか）

２０名が「はい」と回答している。特にコメントはあがっていない。

12．将来に向けた支援の成果
　（【小学生以上全て】保護所の生活を通して、自分自身の気づきや成長につな
がった（できなかったことができるようになった）ことがありますか）

１９名が「はい」と回答している。コメントとしては「自分を見直すことができた」「勉強ができるようになった」「走ることに興味が持てるよ
うになった」などがあがっている。一方、「前の自分と変わらない」などのコメントもあった。

8．施設内の清掃､整理整頓は行き届いているか
　（居室やホール、食堂・浴室・トイレ（共有スペース）は清潔ですか）

１８名が「はい」と回答している。コメントとしては「当番がきれいにしている」「毎日自分達で掃除しているので清潔です」などがあがっ
ている。一方、「きれいな時と汚い時がある」などのコメントもあった。

9．子ども同士のトラブルに関する対応は信頼できるか（子供同士の関係調整）
　（子ども同士の関係がうまくいくように、職員が気づかってくれますか）

１５名が「はい」と回答している。コメントとしては「言いづらい場合でも日記などで対応してもらえる」などがあがっている。一方、「自分
達で解決しないと面倒くさくなる」「仲良くはなれないけれどルールだから仕方ないと思う」などのコメントもあった。

7．病気やけがの対応の信頼性
　（身体の調子が良くないときやけがをしたときに、すぐに対応してもらいました
か）

１７名が「はい」と回答している。コメントとしては「先生や看護師さんに言えばすぐに対応してくれます」「痛い足を冷やしてくれた」など
があがっている。一方、「先生には言いづらい」「あまりケガをしない」などのコメントもあった。
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16 13 0 0

20 9 0 0

11 12 6 0

15 13 1 0

21 8 0 0

14．子どもの気持ちを尊重した対応がされているか
　（不安（心配なこと）を感じたときに、職員は話を聞いてくれますか）

１６名が「はい」と回答している。コメントとしては「福祉司さんが聞いてくれる」「言いづらい」「一部の先生の中で一方的に決めつける
先生がいる」などがあがっている。

15．プライバシーは守られているか
　（「あなたが内緒にしたいこと」はきちんと守られていますか）

２０名が「はい」と回答している。「いいえ」の回答はみられなかった。コメントとしては「信頼している」「わからない」「秘密がない」など
があがっている。

16．児童の苦情申し出等への十分な対応
　（困ったことなどを担当の職員以外にも話せたり、伝えたりできますか）

１１名が「はい」と回答している。コメントとしては「やったことはないがそう思う」「聞いてくれる先生もいれば聞いてくれない先生もいる」
「話したりしたことがないのでわからない」などがあがっている。

17．不満・要望への対応
　（職員は、あなたの不満や要望（いやだなあとか、してほしいなあと思ったこと）
について、一緒に考えてくれたり、何らかの対応をしてくれていますか）

１５名が「はい」と回答している。コメントとしては「以前嫌なことを解決してくれた」などがあがっている。一方、「考えてはくれますが対
応してくれるかはその時によります」「対応してくれる先生もいるが、そもそも聞いてくれない先生もいる」などのコメントもあった。

18．信頼できる職員か
　（職員はあなたに対して、ていねいに接してくれますか）

２１名が「はい」と回答している。「いいえ」の回答はみられなかった。コメントとしては「誰であっても基本的に丁寧」「丁寧にやさしく接
してくれる先生もいれば、子どもによって態度を変える先生もいます」などがあがっている。
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《事業所名：足立児童相談所》

１．リーダーシップと意思決定
1  事業所が目指していることの実現に向けて一丸となっている

〇×欄

○ 1

○ 2

○ 3

○ 4

〇×欄

○ 1

○ 2

〇×欄

○ 1

○ 2

○ 3

Ⅰ．組織マネジメント項目（カテゴリー１～５、７、８）

標準項目

一時保護所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）を明示している

用と職員用の二冊を職員室に常備して、いつでも確認できるようにしている。また、足立保護所「業務確認事項」を日々
確認できるように職員室に保管し、毎日の日勤帯業務終了後の反省会・職員会議で確認しながら、支援の目的と照ら
して児童への対応が適切であったかどうか職員間で振り返りを行っている。

カテゴリー１の講評

一時保護所が目指している（理念・ビジョン、基本方針など）を明確化・周知している

評価項目　１－１－１

評価項目　１－１－２

管理・監督職は自らの役割と責任を職員に対して表明し、保護所をリードしている

評価項目　１－１－３

関係機関に対し、重要な案件に関する決定事項について、必要に応じてその内容と決定経緯を周知している。

●「一時保護所運営の手引き」などに理念を明示し、周知に努めている

重要な案件について、管理・監督職は実情を踏まえて意思決定し、その内容を関係者に周知している

標準項目

標準項目

重要な意思決定や判断に迷ったときに、一時保護所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）を思い起
こすことができる取り組みを行っている（会議中に確認できるなど）

一時保護所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、児童の理解が深まるような取り組みを
している

一時保護所が目指していること（理念・ビジョン、基本方針など）について、児童相談所で働く全ての職員の理解
が深まるような取り組みをしている

管理・監督職は、自らの役割と責任に基づいて行動している

管理・監督職は自らの役割と責任を職員につたえている

重要な案件を検討し、決定する手順があらかじめ決まっている

重要な意思決定に関し、その内容と決定経緯について職員に周知している
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  評価項目  １

・カテゴリー６：「サービス提供のプロセス」

・カテゴリー７：「情報の保護・共有」

○ 1

2

3

サブカテゴリー4  事業所の財政等において向上している

  評価項目  １

○ 1

2

3

サブカテゴリー5  前年度と比べ、児童の満足や意向の把握等の面で向上している

  評価項目  １

・カテゴリー３：「利用者意向や地域・事業環境などの把握と活用」

○ 1

2

3

改善の成果

●「第三者委員」の導入

サブカテゴリー3  前年度と比べ、福祉サービス提供プロセスや情報保護・共有の面において向上し
ている

改善に向けた計画的な取り組みが行われていない

前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部分について、改善を行い成
果が上がっている

【活動成果】（以下の選択肢の何れかに〇印をつける）

改善に向けた計画的な取り組みが行われており、成果として現れている

改善に向けた計画的な取り組みが行われているが、成果としては現れていない

改善に向けた計画的な取り組みが行われていない

改善の成果

改善の成果

●予算の適正な使用

前年度（比較困難な場合は可能な期間で）と比べて、以下のカテゴリーで評価される部分において改善傾向を示し
ている

一時保護所の運営において、コストを意識した日々の取り組みを行っている

【活動成果】（以下の選択肢の何れかに〇印をつける）

改善に向けた計画的な取り組みが行われており、成果として現れている

改善に向けた計画的な取り組みが行われているが、成果としては現れていない

改善に向けた計画的な取り組みが行われていない

【活動成果】（以下の選択肢の何れかに〇印をつける）

改善に向けた計画的な取り組みが行われており、成果として現れている

改善に向けた計画的な取り組みが行われているが、成果としては現れていない

る。

 ●「子どもアンケート」の継続的な実施
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